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明
治
　
年
に
開
設
さ
れ
、
印
西
市

34

の
玄
関
口
の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
Ｊ
Ｒ
成
田
線
小
林
駅
。
現
在
、

同
駅
舎
お
よ
び
自
由
通
路
の
新
設
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

怯
小
林
駅
舎
再
生
へ
の
動
き

　
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
は
、
現
在
ま
で
小
規

模
な
改
修
を
繰
り
返
し
、
2
面
2
線

式
の
ホ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
札
口
の
あ
る
駅
舎
は
木
造

で
、
南
側
の
上
り
線
ホ
ー
ム
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
前

か
ら
利
用
者
の
間
で
、
北
口
の
利
便

性
向
上
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
上
下
線
ホ
ー
ム
を

つ
な
ぐ
 跨
線
橋
 と
南
口
と
北
口
を
結

こ
せ
ん
き
ょ
う

ぶ
自
由
通
路
も
老
朽
化
が
進
み
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
早
期
改
善

ま
し
た
。
新
駅
舎
の
利
用
の
開
始
は

平
成
　
年
秋
ご
ろ
の
予
定
で
す
。
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な
お
、
こ
の
事
業
は
、
国
土
交
通

省
所
管
の
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
（
小
林
・
牧
の
原
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
）」
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

怯
地
域
の
人
た
ち
の
希
望
を
受

け
て
　
去
る
8
月
　
日
、
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
の

23

隣
接
地
で
「
小
林
駅
橋
上
駅
舎
新
設

他
工
事
安
全
祈
願
祭
」
が
建
設
会
社

主
催
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
た
く
さ
ん
の
来
賓
が
出
席

し
、
新
駅
舎
な
ど
の
工
事
開
始
を
祝

い
、
今
後
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

■問 
都
市
整
備
課
整
備
班
（
緯
内
線
7

4
4
・
7
4
5
）。

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
声
を
受
け
て
、
平
成
　14

年
に
木
下
駅
・
小
林
駅
舎
改
築
に
つ

い
て
、
市
で
は
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
開
始
。

　
ま
ず
、
木
下
駅
の
整
備
が
行
わ
れ
、

平
成
　
年
度
に
完
成
を
み
ま
し
た
。

20

小
林
駅
は
、
平
成
　
年
度
に
小
林
地

19

区
活
性
化
計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成

　
年
度
に
小
林
駅
の
整
備
に
向
け
、

20Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
、

21

小
林
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
を
通

じ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
と
設
計
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
3

月
に
Ｊ
Ｒ
と
工
事
施
行
協
定
を
締
結
。

8
月
か
ら
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り

　
珂

大
林
組
（
東
京
都
）

か
ら
、
会
社
が
所
有
す
る

山
林
（
印
西
市
別
所
地
先

９
街
４
０
７
㎡
）
に
つ
い

て
市
に
寄
付
の
申
し
出
が

あ
り
、
市
は
去
る
8
月
　23

日
に
こ
の
寄
付
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
同
日
、
大
林
組
の
 礒
田
 

い

そ

だ

卓
開
発
事
業
本
部
部
長
か

ら
板
倉
市
長
に
寄
付
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
礒
田
氏
は
「
寄
附
す
る

土
地
に
は
手
つ
か
ず
の
自

然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ホ

タ
ル
の
生
息
す
る
湧
水
を

生
み
だ
す
山
林
で
あ
る
こ

と
や
、
印
西
市
の
各
種
計

画
を
補
完
す
る
土
地
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
印
西

市
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

板
倉
市
長
は
「
貴
重
な

土
地
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保

全
班
（
緯
内
線
3
6
4
）。

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、　
月
1
日

10

現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、

全
国
約
3
5
0
万
世
帯
の
み
な
さ
ん

を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
近
年
多
様
化

し
て
い
る
国
民
の
居
住
形
態
や
少

子
・
高
齢
化
な
ど
の
社
会
・
経
済
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
住
宅
の
ス

ト
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
①
住
生
活
を

支
え
る
居
住
環
境
、
②
耐
震
性
・

防
火
性
と
い
っ
た
住
宅
性
能
水
準

の
達
成
度
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

住
宅
、
③
土
地
の
有
効
利
用
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調

査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
伺
っ
た

際
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
、
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
を
作

成
・
分
析
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
情
報
管
理
課
文
書
統
計
班
（
緯
内

線
5
9
1
・
5
9
2
）、
千
葉
県
総
合

企
画
部
統
計
課
人
口
班
（
緯
0
4
3

―
2
2
3
―
2
2
2
3
）。

　10月３日牙に住民基本台帳ネッ
トワークシステムの改修に伴い、シ
ステムを停止します。
　このため、この日は、他市町村で
広域交付住民票の交付を受けるこ
とができません。
　また、他市町村の人が、印西市で
広域交付住民票の交付を受けるこ

ともできません。
　みなさんにはご迷惑をおかけい
たしますが、ご理解くださいますよ
うお願いいたします。
■問 市民課住民記録班（緯内線２３４・
２３７）、印旛支所市民福祉課（緯碓９８ 
１１１６）、本埜支所市民福祉課（緯碓９７ 
１１１１）。

　昨年度、収集された市内の家庭系「粗大ごみ」の排出量は、
1,145,310茜。これは、１世帯あたり年間約34茜の粗大ごみを排
出している計算になります。本市とともに印西クリーンセンター
で共同処理する白井市の場合だと約13茜で、栄町の場合だと16
茜であり、両構成団体に比べ、本市の粗大ごみ排出量は２倍以上
多い状況です。
　なお、両構成団体では現在、粗大ごみ処理が有料化されている
ため、排出量抑制の大きな要因になっていると考えられます。
　粗大ごみとして、排出される物の中には、まだ使用できる物が
多く見受けられます。粗大ごみなどを減らすポイントは、長く使
えるものを選んで買い、修理やメンテナンスをしながら大切に使
い、必要がなくなった時には、必要としている人へ譲ったり、リサ
イクルショップなどを利用したりするといった方法があります。
　市では『広報いんざい』毎月15日号（本紙4ページ参照）や市
ホームページ上でに「リサイクル情報広場」と題し、市民のみなさ
んからの「ゆずります」「探しています」といった情報を提供して
います。ぜひこちらも活用してください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑥

粗大ゴミを減らそう！「リサイクル情報広場」

 Ｊ
Ｒ
小
林
駅
自
由
通
路
お
よ
び
駅
舎
橋
上
化
工
事
始
ま
る

 「
橋
上
化
」
で
利
便
性
向
上
へ

怯新駅舎および自由通路概要
【新駅舎】
・面積…約424㎡　
・設備…エレベーター（上下線各1箇所）
・ホーム上家…上下線各約100ｍ

【自由通路】
・面積…約604㎡
・幅員…約4．5ｍ
・設備…トイレ、多目的トイレ、エレベー
ター・エスカレーター（北側各1カ所）
胸概算総額…約18億3千万円

葛祈願祭で鍬入れを行う板倉
市長（左）とJR東日本千葉
支社長の石川氏

滑
新
し
く
な
っ
た
小
林
駅

（
北
口
）
の
イ
メ
ー
ジ
図
。

橋
上
化
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
設
置
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
実
現
さ
れ
ま
す

㈱大林組が市へ土地を寄㈱大林組が市へ土地を寄付付

 住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

碓伺 10月3日牙は広域交付住民票の発行ができません
目録を手渡目録を手渡すす珂珂大林組の礒田卓開大林組の礒田卓開発発
事業本部部長（左）と板倉市事業本部部長（左）と板倉市長長

【
変
更
前
】
午
後
5
時
　
革
　【
変
更
後
】
午
後
4
時
　
分
30

※
正
午
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
4
）。

　
月
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
を
変
更

10



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

用
バ
ケ
ツ
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

▼
協
力
世
帯
は
毎
日
、
生
ご
み
を
排

出
で
き
ま
す
。

▼
協
力
世
帯
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
用
指
定
袋
を
　
枚
と
搬
入

60

平成２５年（２０１３）９月１５日号（２）

１２／１４
（土）

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
～
コ
ン

サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
キ
ッ
ズ
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

■費 
4
街
0
0
0
円
（
バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
、
入
館
料
）。

■申 
9
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

25

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ

郵
送
（
最
大
4
人
ま
で
申
し
込
み
可

能
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
岩
崎
成
子

（
〒
2
7
0
―
1
6
0
6
印
西
市
平

賀
学
園
台
3
―
1
7
―
7
・
緯
碓98 
2

4
8
7
・
胃
碓98 
0
1
4
1
）。

「
平
成
　
年
度
企
画
提
案
型
協
働

25

事
業
」公
開
審
査
会（
第
3
次
審
査
）

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
2
次
審
査
を
通
過

し
た
企
画
提
案
の
公
開
審
査
会
（
第

3
次
審
査
）
を
開
催
し
ま
す
。
来
年

度
の
事
業
化
を
目
指
し
て
、
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
市

民
活
動
団
体
の
提
案
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
4
日
画
・
午
後
2
時
～
。

10
■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

20
■申 
当
日
先
着
順
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
市
民
講
座

だ
ん
ご
く
ら
ぶ
②

「
し
ゅ
ろ
の
葉
バ
ッ
タ
作
り
」

　
シ
ュ
ロ
の
葉
で
、
本
物
そ
っ
く
り

の
バ
ッ
タ
を
作
り
ま
す
。
ス
ス
キ
の

葉
に
留
ま
ら
せ
る
と
と
て
も
風
情
が

p
ar.o
d
n
.n
e
.jp

）
へ
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
。

印
西
自
然
探
訪「
秋
の
里
山
自
然

教
室
 松
虫
姫
公
園
里
山
コ
ー
ス
」

松
虫
姫
公
園
で
生
き
も
の
を
探

そ
う
！

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

29

30

正
午
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
未
就
学
児
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
。
大
人
だ
け
で

も
参
加
可
）。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
虫
取
り
網
、

虫
か
ご
、
虫
よ
け
。

■申 
9
月
　
日
峨
（
消
印
有
効
）
ま
で

24

に
電
話
、
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
年
）、
連
絡

先
電
話
番
号
を
明
記
し
、
左
記
ま
で
。

※
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

あ
り
、
素
敵
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

12

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
内
・
中
央

南
）。

■対 
小
学
5
年
生
～
大
人
。

■定 
　
人
。

12
■費 
無
料
。

■他 
は
さ
み
・
目
打
ち
（
千
枚
通
し
）

持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh
ie
n
ce
n
te
r

@
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

市
民
活
動
団
体
向
け
「
助
成
金
申
請

書
の
作
成
＆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ポ
イ
ン
ト
指
南
」

　
市
民
活
動
団
体
の
運
営
に
か
か
せ

な
い
助
成
金
の
獲
得
に
向
け
て
の
申

請
書
の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
上
手

な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
を

学
び
ま
す
。
講
義
の
後
、
個
別
相
談

も
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

10

11

30

4
時
　
分
。

30

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
内
・
中
央

南
）。

噛
講
師
…
荻
上
健
太
郎
氏
（
日
本
財

団
海
洋
グ
ル
ー
プ
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
3
街
0
0
0
円
（
市
内
の
団
体
は

2
街
5
0
0
円
）。

■申 
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

Ｎ
Ｐ
О
ク
ラ
ブ
（
緯
0
4
3
―
3
0

3
―
1
6
8
8
・
胃
0
4
3
―
3
0

3
―
1
6
8
9
・
■メール n

p
o
-clu
b
@

■内 
ご
み
の
分
別
ゲ
ー
ム
、
雑
が
み
袋

の
つ
く
り
方
、
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
な
ど
。

■定 
　
人
。

60
■他 
参
加
者
に
は
、
い
ん
ザ
イ
く
ん
の

ロ
ゴ
入
り
エ
コ
バ
ッ
グ
を
進
呈
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
左
記
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

大
型
生
ご
み
処
理
機
を

　
　
設
置
で
き
る
団
体
を
募
集

集
合
住
宅
で
の
生
ご
み
減
量
実

験
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
「
第
2
次
印
西
市
ご
み
減

量
計
画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量

化
、
資
源
化
を
図
る
た
め
、
集
合
住

宅
を
対
象
に
大
型
生
ご
み
処
理
機
を

無
料
で
貸
し
出
し
、
居
住
者
に
共
同

で
利
用
し
て
い
た
だ
く
実
証
実
験
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
実
証
実
験
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
団
体
（
集
合
住
宅
管
理
組
合
な

ど
）
を
募
集
し
ま
す
。

胸
実
施
期
間
…
設
置
か
ら
2
年
間
。

■定 
一
団
体
。

胸
設
置
機
器
…
横
幅
1
0
0
唖
×
奥

行
き
　
唖
・
高
さ
　
唖
程
度
で
、
ス

60

80

テ
ン
レ
ス
製
の
も
の
を
2
台
。

胸
処
理
能
力
…
生
ご
み
は
1
日
最
大

　
茜
程
度
（
2
台
で
　
茜
）
ま
で
投

16

32

入
可
能
。

■対 
次
の
①
②
を
満
た
す
団
体
。

①
管
理
敷
地
内
に
処
理
機
を
無
償
で

設
置
で
き
る
場
所
を
確
保
で
き
る
　50

世
帯
以
上
の
集
合
住
宅
。

②
市
か
ら
の
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ

び
生
ご
み
投
入
量
記
録
表
の
提
出
に

協
力
す
る
こ
と
。

※
設
置
に
か
か
る
工
事
費
お
よ
び
維

持
管
理
費
（
電
気
料
・
保
守
料
）
は

市
が
負
担
し
ま
す
。

■他 
次
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、

日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

10

17

　
分
。

30■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

噛
講
師
…
ク
リ
ス
・
ネ
イ
ラ
ー
氏

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ

Ｌ
Ｔ（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
左
記
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city
.

in
zai.lg

.jp

）。

印
西
市
女
性
の
会
「
造
幣
局
・

水
族
館
見
学
会
」

　
印
西
市
女
性
の
会
で
は
、
今
年
度

も
見
学
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
①
午
前
7
時
、
②

10

15

午
前
7
時
　
分
。

30

■場 
①
市
役
所
、
②
印
旛
支
所
に
集
合
。

■内 
【
コ
ー
ス
】
市
役
所
→
印
旛
支
所

→
造
幣
局
→
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館

→
印
旛
支
所
→
市
役
所
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

■定 
　
人
。

45

講
座
・
催
し

環
境

「
ご
み
の
減
量
・
分
別
学
習
会
」

参
加
者
募
集

　「
ご
み
の
分
別
が
細
か
く
て
わ
か

り
づ
ら
い
」「
な
ぜ
、
ご
み
の
減
量
が

必
要
な
の
か
」
な
ど
、
日
ご
ろ
、
ご

み
の
出
し
方
な
ど
に
関
し
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
印
西
市
で
活
動
す
る
ご
み
減
量
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
、
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
（
小
学
生
以
下
の
障
害
者

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
が
必
要
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
5
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
発

10
売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
10

8
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

話
受
付
開
始
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
開
演

12

14

11

（
開
場
　
時
　
分
～
）。

10

30

■費 
入
場
料
…
一
般
2
街
0
0
0
円
、

子
ど
も
（
0
歳
～
小
学
生
以
下
）
は

5
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日

の
み
一
人
6
枚
ま
で
）。

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

　千葉県では、保育所の待機児童
解消のため保育施設の整備を促進
する一方、保育現場を支える保育
士の確保も課題となっています。
　この度、県の保育士確保の新た
な取り組みとして、千葉県社会福
祉協議会が設置運営する千葉県福
祉人材センターに８月６日から
「ちば保育士・保育所支援セン
ター」を開設しました。
　同センターでは「保育士再就職
支援コーディネーター」を配置し、
潜在保育士などの再就職支援や現
場復帰のための保育士研修などを
実施し、保育士確保の取り組みを
推進します。
■場 花千葉県社会福祉協議会千葉県
福祉人材センター（千葉市中央区
富士見二丁目３番１号塚本大千葉
ビル６階）。
胸利用時間…午前１０時～午後６時
　(日曜・祝祭日・年末年始を除く)。

胸主な取組概要…次のとおり。
茨保育士再就職支援コーディネー
ターによるサポート
葛保育士の求人情報の把握と公開
葛潜在保育士などからの求職情報
の把握と就職先提案葛潜在保育士
などからの就職相談。
芋求職者のニーズにあった研修な
どの実施
葛保育実技や安全管理などの研修
葛保育所見学と就職相談会を組み
合わせた再就職支援研修葛再就職
を支援するための研修。　
鰯保育士養成施設の学生を対象と
した取り組み 
葛保育士養成施設と連携し、就職
説明会などの実施 葛現役保育士と
養成施設の学生の交流会の実施。
※詳しくは下記へ。
■問 ちば保育士・保育所支援セン
ター（緯０４３―２２２―２６６８・■HP ht
tp://www.chibahoiku.net/）。

ちば保育士・保育所支援センターが開設
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

と
家
族
の
会
」
主
催
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
4
時

10

20

　
分
。

30■場 
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

（
柏
市
）。

■内 
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。

噛
講
師
…
長
谷
川
幹
氏
（
三
軒
茶
屋

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）、
和
田
敏
子
氏
（
世
田
谷
区
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と
高
次
脳
機
能

障
害
相
談
員
）。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
綿
貫
吉
治
（
緯
／
胃
0
4
―
7
1

7
4
―
3
9
9
8
）。

（３）平成２５年（２０１３）９月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

怯
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
　
分
～
。

10

40

■対 
2
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
。

■定 
　
組
。

40
怯
就
学
前
児
童
　
m
競
走

20

■時 
午
前
　
時
　
分
～
。

11

20

■定 
　
人
。

40
怯
親
子
　
ダ
ン
ス

de

■時 
午
後
2
時
～
。

■対 
3
歳
～
6
歳
ま
で
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
。
■定 
　
組
。

30

【
共
通
】

■申 
　
月
4
日
画
ま
で
に
松
山
下
公
園

10
総
合
体
育
館
ま
で
（
F
A
X
可
）。

申
し
込
み
用
紙
は
各
窓
口
ま
た
は
市

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
実
態
把
握
調
査

を
9
月
中
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
実
態
把
握
調
査
は
、
緊
急

時
や
平
素
の
見
守
り
な
ど
に
お
け
る

連
絡
・
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
・
支
援
者
で
す
。
民
生
委
員

の
役
割
（
職
務
）
の
一
つ
に
地
域
住

民
の
生
活
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
把

握
し
、
適
切
に
相
談
や
援
助
を
行
え

る
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

民
生
委
員
法（
第
　
条
）に
よ
り
、
守

15

秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
民
生
委
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
6
）。

講
演
会
「
高
次
脳
機
能
障
害
～

毎
日
の
生
活
を
考
え
る
～
」

　
高
次
脳
機
能
障
害
者
が
、
豊
か
な

自
立
し
た
生
活
を
ど
の
よ
う
に
得
て

い
く
の
か
を
専
門
家
が
講
演
し
ま
す
。

東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障
害
者

5
0
1
5
・
午
後
8
時
ま
で
）。

怯
簡
単
に
で
き
る
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～
。

26

30

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
講
習
室
（
原

山
）。

■他 
新
聞
紙
、ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト（
ニ
ッ

パ
ー
）、持
ち
帰
り
用
袋
を
持
参
。

■費 
2
街
8
5
0
円
。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

24

■問 
光
舟（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―

5
4
5
4
）。

怯
第
　
回
い
ん
ば
祭
り

33

　
印
旛
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
業
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

12

30

午
後
1
時
　
分
。

45

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校（
平
賀
）。

■内 
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ゲ
ー
ム
、
作
品

展
示
、
作
業
製
品
販
売
ほ
か
。

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校（
緯
碓98 
2
2

0
0
）。

怯
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

28

4
時
。

■場 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
（
柏

市
1
6
1
4
―
1
）。

※
新
鎌
ヶ
谷
駅
前
交
番
横
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

■内 
記
念
式
典
、
航
空
機
展
示
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
（
吹
奏
楽
ほ
か
）。

※
状
況
に
よ
り
予
告
な
く
内
容
が
変

更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
身
障
者
補
助
犬
以
外
の
ペ
ッ
ト
の

持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■問 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
（
緯

0
4
―
7
1
9
1
―
2
3
2
1
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

22

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■メール h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
印
西
シ
ン
ガ
ー
ズ
会
員
募
集

　
国
内
外
の
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

を
メ
ロ
デ
ィ
で
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
。
介
護
施
設
の
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト

も
し
て
い
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
後
1
時
～
3
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館（
中
央
南
）。

■費 
月
会
費
2
街
0
0
0
円
。

■問 
佐
藤（
緯
碓47 
4
7
5
3
）、斉
藤

（
緯
碓45 
0
1
1
1
）。

怯
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
開

講
1
周
年
記
念
体
験
会

　
階
段
の
昇
降
が
楽
に
な
り
、身
体

が
軽
や
か
に
な
り
ま
す
。

■時 
①
　
月
1
日
峨
、
②
　
月
8
日
峨
、

10

10

　
日
峨
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
　
分

22

10

30

～
　
時
　
分
。

11

30

■場 
①
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
、

②
同
館
1
号
館（
中
央
南
）。

■費 
い
ず
れ
も
5
0
0
円
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
伊
藤（
■携 
0
9
0
―
6
3
7
5
―

■時 
　
月
　
日
（
月
・
祝
）・（
開
会
式

10

14

午
前
9
時
　
分
～
）。

45

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
外
種
目
を
除

き
開
催
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
ほ
か
。

【
参
加
者
募
集
】

怯
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

■時 
午
前
　
時
～
。
■定 
　
人
。

10

30

怯
ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
教
室

■時 
午
前
　
時
～
。

10

■対 
小
学
生
。
■定 
　
人
。

40

怯
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
～
。

10

■対 
1
歳
未
満
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。

■定 
　
組
。

40
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10/14
（月・祝）

福
祉

心
の
健
康
市
民
講
座
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編
④

■時 
　
月
8
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
市
役
所
（
大
森
）。

噛
講
師
…
横
山
典
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぴ
あ
さ
ぽ
千
葉
理
事
長
）。

■内 
「
当
事
者
の
声
・
支
援
者
の
活
動

と
リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
」。

■費 
無
料
。

■申 
左
記
ま
で（
一
回
の
み
の
参
加
も
可
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
6
）。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・

高
齢
者
の
み
の
世
帯
実
態
調
査

　
市
で
は
、
民
生
委
員
に
よ
る
　
歳
65

役
立
つ
！

中
高
年
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
応
募

書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な

ど
「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
、
雇
用
保
険
受
給
者

9/21臥～9/30俄・秋の全国交通安全運動

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
）。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
詳
細
は
、
千
葉

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

0
4
3
―
2
4
5
―
9
4
2
0
）
へ
。

相
談

の
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

10

11

10

　
時
　
分
。

12

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
　
人
。

30

9/30俄・交通事故死ゼロを目指す日
～光ります ルールとマナーと 反射材～

　高齢者や自転車が絡む事故が増えています。運転す
る人は高齢者や子どもに保護意識を持ち、交通ルールと
マナーを守りましょう。
　また、夕暮れ時や夜間に外出する時は、明るい服装や
反射材を付け、暗がりでも目につくようにしましょう。

【運動の重点目標】
①子どもと高齢者の交通事故防止。
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通
　事故防止。
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　トの正しい着用の徹底。
④飲酒運転の根絶。

怯交通安全イベントを開催
　交通安全運動出陣式、交通安全パレード（大森小学校
金管バンドの演奏）などの啓発を行います。みなさんの
ご参加お待ちしています。
■時 9月21日臥・午前10時～。
■場 イオンモール千葉ニュータウンコスモス広場。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
】

　
小
学
生
以
上
な
ら
、
自
由
に
参
加

で
き
、
印
西
市
の
一
番
を
決
定
し
ま

す
。

▼
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
▼
ド
ッ
ジ
ビ
ー

で
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
▼
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
№
1
▼
縄
跳
び
の
達
人
。

【
観
る
ス
ポ
ー
ツ
】

　
正
午
か
ら
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
観

客
席
で
さ
ま
ざ
ま
な
演
技
を
見
な
が

ら
昼
食
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

【
体
験
ス
ポ
ー
ツ
】

▼
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
▼
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

▼
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。

【
そ
の
ほ
か
】

▼
体
力
測
定
▼
か
ら
だ
診
断
▼

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
▼
弓
道
協
会
公

開
稽
古
▼
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
。

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
営
業
は
午
後
3
時

か
ら
。

※
当
日
は
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
・
胃
碓42 
8
4
2
7
）。

　「全日本大
学女子駅伝対
校選手権大
会」の出場権
を争うこの大
会 は、国 道
464号線・南
環 状 線 を周
回る30.6娃
のコース（左

第19回「関東大学女子駅伝対校選手権大会」

図参照）で開催されます。
【スタート】東京電機大学【中継所】高花郵便局前、西の原小学校
付近、東京電機大学【フィニッシュ】高花郵便局前。
■時 9月29日蚊・午前9時30分～正午（予定）。
※当日、沿線周辺は交通規制が行われます。ランナーなどが沿線を通行す
る際には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公園総合体育館内・緯碓42 8417）。

コース図

原山中

内野小

高花郵便局

西
の
原

西
の
原
小小

東
京
電
機
大

東
京
電
機
大
学学

千葉ニュータウン中央駅

県
道
千
葉
竜
ヶ
崎

県
道
千
葉
竜
ヶ
崎
線線

中
継

中継・フィニッシュ

スタート・
中継

　
～
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
～

「
最
近
、
運
動
不
足
だ
な
」「
た
ま
に
は
ス
ポ
ー
ツ
で
も
や
り
た
い
な
」
と

思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
機
会
が
な
い
人
は
、
参
加
し
て
楽
し
い
、
観

て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
２
０
１
３
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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休
憩
時
に
は
、
神
輿
上
の
祭
神

に
神
主
さ
ん
が
 祝
詞
 を
奏
上
し
、

の

り

と

崇
敬
の
念
を
表
し
て
か
ら
神
輿

台
に
。
そ
し
て
祭
り
初
日
の
夜

に
は
、 御
仮
屋
 に
安
置
さ
れ
ま

お

か

り

や

す
。
　
山
車
は
所
々
で
止
め
て
、
お

神
楽
の
舞
手
で
あ
る
狐
や
お
か

め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
な
ど
の
競
演

も
行
わ
れ
、
舞
手
の
所
作
の
一

つ
ひ
と
つ
に
、
六
軒
氏
子
の
家

内
安
全
・
無
病
息
災
・
五
穀
豊

穣
な
ど
を
祈
願
す
る
意
義
深
い

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
祭
り
も
最
終
夜
に
は
、

神
輿
の
宮
入
り
で
一
気
に
ク
ラ

お
囃
子
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
水
上

散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
子
た
ち
も
祭
り
の
日
を
待
ち
わ

び
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
六
軒
厳
島
神
社
は
、
延
宝
年
間

（
1
6
7
5
年
ご
ろ
）に
創
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
水
神
社
と
合
祀
。
両
社

の
ご
神
体
が
女
神
さ
ま
で
、
地
元

の
人
た
ち
か
ら
は
「
弁
天
様
」
と

呼
ば
れ
大
変
親
し
ま
れ
て
い
る
神

社
で
す
。
奇
し
く
も
神
主
さ
ん
も

女
性
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
祭
り
初
日
は
、
本
殿
か
ら
ご
神

体
を
 神
輿
 に
納
め
た
後
に
宮
出
し

み

こ

し

さ
れ
、 山
車
 と
共
に
街
中
を
賑
や

だ

し

か
に
練
り
歩
き
ま
す
。
子
ど
も
神

輿
を
先
頭
に
、
ご
神
体
の
乗
っ
た

神
輿
、
栄
町
・
仲
町
・
上
宿
の
山

車
が
続
き
、
昼
夜
を
巡
行
し
ま
す
。

　
巡
行
ル
ー
ト
は
毎
日
変
更
さ
れ

路
地
裏
ま
で
入
り
、
氏
子
地
域
を

回
り
ま
す
。
ま
た
神
輿
や
山
車
の

 夏
の
夜
に
み
な
ぎ
る
六
軒
衆
の
熱
気

　
　
　
　「
六
軒
厳
島
神
社
例
大
祭
」

▲
葛
ご
神
体
が
入
っ
た
神

輿
（
上
）
と
三
台
の
山
車

が
六
軒
の
夜
に
活
気
を
も

た
ら
し
ま
す

温
暖
化
に
伴
ふ
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
し
ば
し
ば
都
市
に
豪
雨
も
た
ら
す

小
　
林
　
　
　
本
間
百
々
代

講
演
の
合
間
保
育
の
こ
ど
も
ら
と
過
せ
ば
心
お
の
づ
と
な
ご
む

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

地
に
低
く
飛
ぶ
小
雀
を
追
ふ
猫
と
わ
れ
の
目
が
合
ふ
こ
さ
め
降
る
道

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

朝
顔
を
鉢
に
培
ひ
待
ち
を
れ
ば
今
朝
む
ら
さ
き
の
花
の
咲
き
出
づ

高
　
花
　
　
　
渋
谷
　
ヨ
シ

 麻
幹
 炊
く
煙
群
青
の
空
へ
消
え
は
ら
か
ら
す
で
に
父
母
の
歳
越
ゆ

お
が
ら

　
小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

炎
天
へ
草
葉
よ
じ
れ
る
街
宣
車

大
　
森
　
　
　
山
口
　
彩
子

神
官
の
浅
葱
の
袴
涼
新
た

内
　
野
　
　
　
関
根
　
晴
美

天
と
地
の
真
ん
中
に
い
る
遊
び
舟

大
　
森
　
　
　
島
田
　
松
子

た
た
み
た
る
日
傘
小
脇
に
投
票
す

滝
　
野
　
　
　
田
波
　
章
子

赤
ん
坊
こ
ろ
が
っ
て
い
る
夏
座
敷

大
　
森
　
　
　
中
澤
　
と
し

　
成
田
線
の
踏
切
を
渡
る
と
、
通

り
の
様
子
は
一
変
し
、
今
ま
さ
に

そ
の
時
を
迎
え
る
準
備
に
。
頭
上

に
は
祭
り
提
灯
が
先
へ
先
へ
と
伸

び
、
家
々
の
軒
先
も
「
 御
祭
禮
 」

ご
さ
い
た
い

の
提
灯
が
下
が
り
、
夜
の
 帳
 の
下

と
ば
り

り
る
こ
ろ
、
街
は
祭
り
一
色
に
彩

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
、
今
日
7
月
　
日
は
「
六

19

軒
厳
島
神
社
例
大
祭
」
の
初
日
。

こ
れ
か
ら
三
日
間
、
六
軒
地
区
は

祭
の
喧
噪
に
湧
き
ま
す
。

　
夕
暮
れ
に
は
、
遠
く
に
祭
り
囃

子
の
音
も
聞
こ
え
、
街
中
に
風
雅

な
香
り
を
感
じ
な
が
ら
弁
天
川
の

ほ
と
り
へ
。
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

い
る
と
、
川
面
に
二
羽
の
白
鳥
が

掲載情報は8月28日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
平
成
　
年
4
月
に
開
所
し
た
資

11

料
整
理
作
業
所（
大
森
4
1
4
4
）

は
、川
と
田
園
に
囲
ま
れ
た
弁
天

川
の
ほ
と
り
に
建
つ
施
設
で
す
。

当
日
、職
員
の
能
勢
さ
ん
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。作
業
所

で
は『
印
西
市
史
』の
 編
纂
 作

へ
ん
さ
ん

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
能
勢
さ
ん
に
よ
れ
ば「
昭
和

　
年
代
後
半
、自
治
体
で
郷
土

40史
を
作
る
事
業
が
ブ
ー
ム
と
な

り
、旧
印
西
町
で
も
昭
和
　
年
59

ご
ろ
か
ら
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
」と
の
こ
と
。収
集
や
寄
贈
・

寄
託
さ
れ
た
資
料
は
、江
戸
時

代
の
古
文
書
な
ど
3
万
点
以
上
。

歴
史
公
文
書
は
合
併
以
前
の
も

の
も
含
め
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

１
街
0
0
0
箱
以
上
は
あ
る

と
か
。そ
の
膨
大
な
数
量
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
目

に
止
ま
っ
た
の
が『
民
俗
聞
き

取
り
調
査
カ
ー
ド
』で
す
。昭
和

　
年
ご
ろ
、各
地
域
に
伝
わ
る

60年
中
行
事
を
、明
治
生
ま
れ
の

人
た
ち
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
、

ま
と
め
た
も
の
で「
今
と
な
っ

て
は
聞
き
た
い
と
思
っ
て
も
今

は
聞
け
な
い
よ
う
な
情
報
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
」と
の
説
明
に

感
慨
深
く
な
り
ま
し
た
。新
聞

の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
保
管
さ

れ
て
い
ま
し
た
。「
当
時
の
生
活

や
物
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」と
聞
き
、な
る
ほ
ど
と
納
得
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
後
々
史
料
と

し
て
価
値
が
出
る
も
の
が
あ
っ

た
と
は
、と
感
心
し
ま
し
た
。

　
茶
封
筒
に
一
枚
一
枚
保
管
さ

れ
た
古
文
書
に
は
、虫
食
い
の

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、虫
食

い
が
進
ま
な
い
よ
う
薬
剤
に
よ

る
殺
虫
・
殺
菌
消
毒
を
行
っ
た

り
、紙
の
酸
化
が
進
ま
な
い
よ

う
中
性
紙
の
箱
に
入
れ
た
り
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し

て
保
存
す
る
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。紙
以
外
で
は
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
、V
H
S
や
8
ミ
リ

テ
ー
プ
な
ど
も
あ
り
、媒
体
の

変
換
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
歴
史
資

料
保
管
庫
も
見
学
し
ま
し
た
。

1
階
は
、元
印
西
町
史
編
纂
委

イ
マ
ッ
ク
ス
へ
。
厳
島
神
社
の
急

な
石
段
を
拝
殿
ま
で
担
ぎ
上
げ
る

時
、
し
っ
か
り
と
神
輿
が
拝
殿
に

向
か
な
い
限
り
何
回
も
押
し
戻
さ

れ
る
こ
と
に
。「
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
」

の
掛
け
声
に
み
な
ぎ
る
熱
気
と
飛

び
散
る
汗
汗
汗
…
。
担
ぎ
手
た
ち

の
気
迫
が
伝
わ
る
最
高
の
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
、
六
軒
地
区
の
パ
ワ
ー

が
結
晶
す
る
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
で
は
、
老
若
男
女
の

全
員
で
、
伝
統
文
化
を
守
り
抜
く

六
軒
衆
の
力
強
い
「
祭
り
魂
」
を

感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

員
だ
っ
た
故
 中
山
吉
秀
氏
の
蔵

書
や
市
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ

た
も
の
な
ど
計
1
万
5
千
冊
以
上

が
、整
理
・
陳
列
さ
れ
て
い
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ニ
図
書
館
の
よ

う
。「
ホ
チ
キ
ス
や
ク
リ
ッ
プ
が
サ

ビ
の
原
因
と
な
る
た
め
、紙
の
こ

よ
り
で
綴
じ
直
す
作
業
も
し
て
い

ま
す
」と
聞
き
、改
め
て
保
存
の
難

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
2
階
は
、農
具
、猟
具
な
ど
民
俗

具
を
展
示
＆
保
管
。今
で
は
手
に

入
ら
な
い
よ
う
な
貴
重
な
品
々
も

多
く
、ひ
と
昔
前
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
で
き
る
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
、旧
印
旛
高
校
の
跡
地
に

残
っ
た
建
物
を
利
用
し
、展
示
と

保
管
施
設
を
整
備
す
る
計
画
も
進

め
ら
れ
て
い
る
と
か
。こ
ち
ら
の

完
成
も
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班（
緯
内
線
5

4
4
）。

広報レポーター：
 中谷 久美好 （内野）
な か や く み こ  資料整理作業所・

　　歴史資料保管庫

古文書などは酸化を防ぐため中古文書などは酸化を防ぐため中性性
紙の封筒に入れて保管しま紙の封筒に入れて保管しますす

歴史資料保管庫2階は民具歴史資料保管庫2階は民具のの
展示スペース（見学は要予約展示スペース（見学は要予約））

▲子ども神輿も元気いっぱい
「ワッショイワッショイ鎧」

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

広報レポーター： 現王園 　 秀志 （原山）
げんのうぞの ひでし

臼プリンタ用詰め替えインク 渦プリンタ用インクカートリッチ嘘シングル
ベット唄犬の洋服欝船穂中学校女子制服・ジャージ蔚スキー服（女性用）蔚パ
ンツプレス姥インクジェットプリンタ用インク７色（１０００円）厩アルトサック
スホン（５万円・要相談）浦しおん幼稚園帽子瓜千葉商科大学付属高校制服。

臼鍬渦ボーイスカウトカブ隊の制服嘘わだ幼稚園男児、園服及び体操服唄ロッ
クミシン欝大森小学校の体操服蔚印西中学校の女子用制服と運動着鰻しおん幼
稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）姥 天神
幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど厩犬用乳母車浦補聴器。
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